


























































































































































助動詞 学習項目 例文数 助動詞 学習項目 例文数
き 過去 ２ らし 推定 １
けり





完了 ２ 意志・希望 １





存続 ２ 打消意志 １
む
推量 １ 打消当然・禁止 １
意志・希望 １ 不可能な推量 １









意志・決意 １ 尊敬 ２
適当・勧誘・命令 ２ 可能 ２





現在の原因推量 １ 尊敬 ３





過去推量 １ 例示 １


























時代 出典作品名 例文数 時代 出典作品名 例文数 時代 出典作品名 例文数
中古 和泉式部日記 1 中古 更級日記 ８ 中古 大和物語 １
中古 伊勢物語 ５ 中古 竹取物語 ９ 中世 太平記 １
中古 宇治拾遺物語 １ 中古 堤中納言物語 ２ 中世 徒然草 24
中古 宇津保物語 1 中古 土佐日記 ３ 中世 平家物語 ２
中古 古今集 ４ 中古 浜松中納言物語 １ 中世 保元物語 １
































































































助動詞 意味 例文 出典 備考
き 過去 死にし子、顔よかりき。 土佐日記 　
き 過去 いとうやうやしく言ひたりしこそ、いみじく覚えしか。 徒然草 　










つ・ぬ 完了 秋田、なよ竹のかぐや姫とつけつ。 竹取物語 　



















たり・り 存続 その沢にかきつばたいとおもしろく咲きたり。 伊勢物語 　
たり・り 存続 五月のつごもりに、雪いと白う降れり。 伊勢物語 　



















「むず」について 「もとの国より迎へに人びとまうて来むず。…」 竹取物語 訳有































































































ず 打消 都の内とも見えぬ所のさまなり。 更科日記 　
ず 打消 この川、飛鳥川にあらねば、淵瀬さらに変はらざりけり。 土佐日記 　
じ 打消推量 「月ばかりおもしろきものはあらじ。」 徒然草 　
じ 打消意志 「勝たむとうつべからず。負けじとうつべきなり。」 徒然草 　
まじ 打消推量 「あはれなりつる心のほどなむ、忘れむ世あるまじき。」 更科日記 　
まじ 打消意志 「ただ今は見るまじとて入りぬ。」 枕草子 　
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断定 秋の月は限りなくめでたきものなり 徒然草 　
なり・た
り
断定 ただ物をのみ見むとするなるべし 徒然草 　
なり・た
り
断定 人の門たたき走りありきて、何事にかあらむ、……。 徒然草 　
なり・た
り
断定 清盛、嫡男たるによって、その跡をつぐ。 平家物語 　
























る・らる 受身 舎人が、寝たる足を狐に食はる。 徒然草 　
る・らる 受身 これに教へらるるもをかし。 枕草子 　
る・らる 尊敬 大将いとま申して、福原へこそ帰られけれ。 平家物語 　
る・らる 尊敬 無下のことをも仰せらるるものかな。 徒然草 　
る・らる 可能 （足鼎を）抜かむとするに、おほかた抜かれず。 徒然草 二回目
る・らる 可能 夜一夜寝られず。 大和物語 　
る・らる 自発 人知れずうち泣かれぬ。 更科日記 　





使役 「いま一かへり、われに言ひて聞かせよ。」 更科日記 　
す・さす
・しむ




































ごとし 比況 小を捨て大につくがごとし。 徒然草 　
ごとし 比況 昨日のごとし。 土佐日記 　
ごとし 例示 和歌・管弦・往生要集ごとき抄物を入れたり。 方丈記 　
「ごとくなり・やうな
り」
そぞろに神のごとくに言へども、道知れる人はさらに信
をも起こさず。
徒然草 訳有
「ごとくなり・やうな
り」
浮舟の女君のやうにこそあらめ。 更科日記 訳有
haruguchi@tc.nagasaki-gaigo.ac.jp
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華東理工大学出版社『簡明日本語古文教程』にみる
日本語学習者のための古典日本語文法テキストの課題 （春口　淳一）
